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第 22号 ＜2015年 9月 発行＞ 

 
いわてリハビリテーションセンター  
高次脳機能障がい者支援普及事業 

１．高次脳機能障がいを学ぼう 

第２２回 記憶障害の訓練について   

記憶障害とは、新しいことを覚えられない、覚えたはずのこともすぐに

忘れてしまう、同じことを何度も繰り返し聞いてしまう、などの症状を指

します。記憶障害には、前向健忘といって、受傷より後に起こったことが

覚えられないものと、逆向健忘といって、受傷より前の出来事を忘れてし

まうものがあります。 

今回は、記憶障害のある人に対して、関わる上でのポイントをいくつか

挙げてみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

いかがだったでしょうか。次号からは具体的なトレーニングについて 

解説したいと思います。 
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『同じことを繰り返し何度も聞いてしまう』 

 ☝メモを書いておくことが有効な方法のひとつです 

 ただし、メモの必要性を感じていなかったり、元々メモを書く習慣

がない人もいます。携帯電話のメモ機能やアラームなど、本人に合っ

た方法を考えてみましょう。本人がうまくできない場合には、代わり

に書いたりするなどの配慮も必要です。 

 

『どこに何を置いたか忘れてしまう』 

 ☝所定の置き場所を決めましょう 

置き場所が決まっていることで、出かける前に慌てるのを防ぐこと

もできます。毎日使うもの、外出するときに必ず持ち歩くものは同じ

ところに置くようにしてみましょう。 

 

『何をしたらいいか分からない』 

 ☝スケジュールをきちんと立ててみましょう 

  予定や流れを覚えておくことが難しくなると、決めていたことも

うまくできなくなります。朝起きたら手帳やカレンダーで一緒に予定

を確認したり、また、予定が多すぎないかなど、内容の確認も必要で

す。 


